
地域密着型金融の取組事例（平成 27年度） 

農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

タイトル ＪＡグループ宮城 担い手サポートセンターの設置

ＪＡ名   ＪＡバンク宮城 （宮城県） 

１ 動機 

（経緯） 

・本県においては、東日本大震災により被災した農業者への支援を目的に、26年

10 月に担い手経営体支援チームを設置しました。27 年 10 月には、担い手支援

を県域全体に水平展開するため、担い手サポートセンターに拡充し、被災農業

者の支援や大規模化する担い手への支援に取組んできました。

・今般、担い手の多様なニーズに対し、ＪＡグループ一体となって総合的に対応

し、農業所得向上と生産拡大に向けた支援を行っていくため、仙台市農業園芸

センターに「ＪＡグループ宮城 担い手サポートセンター」を設置しました。

２ 概要 ・担い手サポートセンターでは、中央会、全農、金庫仙台支店のワンフロア化を

実現し、ＪＡグループ宮城の総力を結集し担い手支援に取組む体制を整備。

・県域企画応援事業や、ＪＡと連携した支援先のリストアップ、担い手の組織化

に向けた支援等に取組み、農業所得増大や生産拡大を目指しています。

３ 成果 

（効果） 

・中央会、全農、金庫のワンフロア化により、担い手支援にかかる課題共有や、

各事業を横断した総合的な視点からの支援検討・実施、担い手への訪問体制の

強化を図り、担い手支援の拡充に取組んでいます。

・また、ＪＡと連携しながら、各種支援事業や専門家（社労士、税理士等）を招

いた現地相談会、地域の農業法人等を対象とした研修会を行っています。

４ 今後の

予定（課題） 

・担い手サポートセンターを拠点とし、ＪＡグループ一体となった担い手支援の

充実を図ってまいります。


